



































































































































































































































































































































































































































































































年 月・日 Nr． 「ノヴァラ号の世界周航」シリーズ表題 挿　　絵　　表　　題 サイズ
18591・29813「バリ島」（1858年11月18日シドニーより）「ニコバルのある小屋の内部」 ?
2・5814「ニコバル諸島滞在」 挿絵なし
2・12815「ニコバル諸島滞在」 挿絵なし
2・19816「ニコパル諸島滞在」 挿絵なし
2・26817「ニコバル諸島滞在」 「シソガポールにおける大規模中国寺院の内部」
?
3・5818「シンガポール」 「パタヴィアのウェルテヴレーデン運河沿い」
?
「バタヴィア近郊のポイテンゾルフにおけるジャワ
l区域」
?
4・2822「ジャワ島への航海」 挿絵なし
4・9823「ジャワ島への航海」 「ジャワ島におけるゲデー火山火口」
?
「ジャワのパソグランゴに向かう途上の森林遠足」
?
7・2835「ジャワ島への航海とマニラ滞在」 「司教座教会があるマニラ中心地」
?
「ラグナ湖，マニラにある魅惑的な湖」
?
「マニラからの市場の風景，スペイン系メスティ
¥，タガログ系メスティソ，中華・タガログ系メス
eィソ」
?
7・9836「香港」 「幸せの渓谷，香港ハッピー・バレー」 ?
「香港の通りにいる中国人の易者」
?
7・16837「マカオ」 「マカオのプロテスタント教会墓地」
?
「マカオにあるパゴダの杜」
?
7・23838「上海」 「上海の中央通り」
?
「上海のティー・ガーデソ」
?
7・30839「上海」 「上海のロン・ファ仏塔」
?
18601・21864「清国からオーストラリアへ」 「カロリソ諸島ポソペイ島のクック宣教師宅」 ?
「カロリソ諸島のポンペイ島の男女」
?
「カロリソ諸島のポンペイ島における原住民の小屋」
?
1・2865「清国からオーストラリアへ」 「オーストラリア，ニュー・サウス・ウェールズの
Eロンゴング」
?
「オーストラリア，ニュー・サウス・ウェールズの
ｴ住民の小屋」
?
「
「スチュアート諸島の原住民の小屋」
?
「スチュアート諸島の原住民の一団」
?
「オーストラリア，ニュー・サウス・ウェールズの
Wョン・ミッチェル卿峠」
?
2・4866「シドニーを出立，ニュージーランド訪問」 「ニュージーランド，マンガタウィリの戦士と妻」 ?
「ニュージーランド，ワイカト川の景色」
?
「ニュージーラソド，マソガタウィリの村」 大
2・25869「タヒチへ，そしてタヒチで」 「タヒチにおけるファタウアの滝」 ?
「タヒチにおけるポマレ女王の宮殿」
?
「タヒチ女王陛下ポマレ」
?
「タヒチの風景」
?
3・3870「パルパライソ，ホーン岬を経てトリエステへ」 「サソディアゴの独立広場」 ?
※現地語に基づく地名や建物などの固有名詞は，そのままアルファペット読みで日本語表記した。
　挿絵のサイズの目安は以下の通りである。
　　大：紙面一面，もしくはおよそ一面　中：紙面半分程度　小；紙面四分の一程度もしくはそれ以下
一184　一
躍と成果を伝えるLIZの視覚的報道は，オーストリアの海軍力とオーストリア人の勇敢さ，学術
研究の領域におけるオーストリアの栄誉を目に見える形でドイッ人に伝えていたといえるだろう。
　とはいえ，ノヴァラ号現地報告の連載が続いていた最中，プロイセソの東アジア遠征艦隊の記
事，ならびに挿絵が顔を見せるようになる事実を見逃してはならない（図9）63。この新連載「東ア
ジア海域へのプロイセソ艦隊の遠征」は，「ノヴァラ号の世界周航」と数号にわたって同時掲載さ
れ，後者の連載終了後も約2年半（全10回）にわたって連載を続けた。また，プロイセソ遠征の
同行画家ハイネ（Wilhelm　Heine）による挿絵付報告記事「ペルリソから日本へ」の連載も同時に
始まり，以後数年にわたり世界の最新の様子を映し続けたec。今やLIZ読者の視線は4隻からなる
プロイセン艦隊に移り，そこから送られてくる世界の最新の光景が，LIZ紙面で展開されることに
なるのである。
おわりに
　本稿では，これまでわが国で関心を向けられることのなかったドイッ最初の絵入り新聞LIZを
取り上げた。ヴィクトリア時代初期のロンドンで，挿絵入りの画期的な新聞が登場したそのわずか
翌年，同様の試みがドイッでも始まっていた。このアイディアが即座にドイッに取り入れられた背
後には，ヨハソ・ヴェーバーという「賢明で天賦の才に恵まれた人物65」がいた。挿絵の可能性に
早くから関心を持ち，先見性と実行力をそなえていたこの先駆者の存在を無視して，絵入り新聞が
この時期にドイツに誕生した理由を説明することはできない。
　とはいえ，絵入り新聞の出現と発展を個人の資質のみで説明付けるのも無理であろう。木版画技
法の進歩や印刷の高速化といった技術革新が，絵入り新聞の誕生を可能にしたことはすでに述べ
た。そして技術革新は，単に出版分野に限らず，当時の西欧社会全体を覆うものであった。この技
術革新が引き起こした19世紀の資本主義化の流れは，社会における市民層の増加をもたらす。こ
こで登場する市民層とは，単に経済的な市民層（ブルジョア）を指すのではなく，教養市民層をも
含む広範なものであり，行政主導型国家のもとでは後者の方が社会的ステータスは高かったといえ
る。また，上層から下層に至るまで，各市民層は自己より上の文化規範に憧れを抱いており，知
的，文化的な上昇志向を持っていた66。このような教養や知識を求める市民の増加は，挿絵付きの
分かりやすい刊行物に対する需要を高めたのであり，技術の進歩や事業の拡大により，これに応え
るだけの供給体制も構築されていった。産業革命，資本主義経済，市民社会への移行，これら19
世紀を象徴する現象が絵入り新聞誕生の裏にあったということをここでは強調しておきたい。
　そして，新しい視覚媒体として登場したこのLIZが何をめざしていたかについても本稿では検
討の対象にした。その理想の姿とは，成人男性，女性，さらには青少年に至るまで，どのような年
齢層をも惹きつけ，どこの家庭にも据え置かれる家庭誌としての存在であった。しかしまた，挿絵
は人々を楽しませるだけではなく，ニュースを伝える上でも，これまでにない大きな可能性を秘め
ていた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－185一
　LIZは家庭誌・大衆メディアとして，「新しさ」「娯楽性」「有益性」「具象性」といったテーマを
掲げていた。ノヴァラ号の遠征隊員に移動特派員としての使命を託していたLIZは，ノヴァラ号
が寄港した各所から送られてくる現地の情報や，ゼレニの写し取った情景を即座に紙面に反映させ
ることができた。そのため読者は，世界の最新の状況を目にすることができたのである。
　娯楽性という観点では，自由に海外へ行くことができなかった当時の人々にとって，ノヴァラ号
によって映し出される遠く離れた世界の光景は，驚きとともにワクワクした気分を起こさせるもの
であったのではないか67。写真や映像，あるいは直接の体験により，地球の隅々の様子を知ってい
る（あるいは知った気になっている）現代の我々よりはるかに敏感に，LIZ読者はそれらの挿絵に
接していたであろう。こうした疑似体験は，老若男女の想像を逞しくし，読者は心を躍らせていた
と考えることができる。
　挿絵はまた，読者が自分の知らない世界について知り，具体的なイメージを形成する際に，大き
な助けとなった。これらの未知の世界の情報は，直接日常生活に役に立つものではなかったとして
も，教養ある市民となるためには必須のものであった68。挿絵をふんだんに紙面に載せることがで
きたのはLIZの強みであり，ノヴァラ号連載に関する限り，　LIZのこの強みは活かされており，
総じて，家庭誌・大衆メディアとしての理想に近い形であったと判断することができる。
　本稿では，創刊号で掲げられたLIZの理想や方針が，どの程度その後の紙面に反映されていた
かを見るために，ノヴァラ号遠征の描写を事例として取り上げた。もちろんこの問題を一つの連載
記事だけで解明するには限界があろう。また，LIZが刊行を続けた百年の間に，ドイッ社会は数々
の大きな変化を経験した。LIZがドイッ（あるいは世界）のこの百年をどのように映し出していた
か。さらには，社会や政治の状況が変化することにより，LIZ自体にどのような変化が見られた
か。英仏系絵入り新聞に対するアプローチと同様の研究が求められる69。
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　代のドイッにおける通俗科学書籍としては，A．フソボルト（Alexander　von　Humboldt）の『コスモス』に
　次ぐベストセラーであったという。Treffer，　a．aD．，　S．213－214。
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　Vertrages　vom　2．　September　1861，”in：Kuo，　Heng－yu／Leutner　Mechthild（Hrsg，），1）utsch－chinesische　Bezie－
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69ライプッィヒ商科大学教授でジャーナリズム研究の大家であったメソッは，LIZ百周年を祝う寄稿のなか
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